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キネティックや５０５Ｃのように過去発売されたボールの中でこれほど再販を望む声が多く、愛されたボールはないというぐらい
今でもその性能を探している人は多いと思います。皆様ご存知の通りトラック社はすでにシャトルコアから新しいコアへと開発を
進めています。しかし日本のボウラーが今尚シャトルコアのボールを求めている現状をABSは真摯に受け止め、トラック社との協議の
結果、インターナショナルでの発売のみにそのコアの使用を許されました。
５０５Ｃの性能、リアクションイメージをそのまま受け継ぎ、「４」という領域に拘った現在の日本のコンディション事情にベストで
あるべく日本監修の４０５Ｃの発売です。
４０８Ｃ同様日本監修のメリットは拘りつくせること。５０５Ｃのイメージをそのまま継承させ、「４」の性能分布にするためにさまざまな
テストを繰り返し、妥協とは無縁の製品だからこそ自信をもってこの４０５Ｃをお勧めできます。
オールマイティーな存在として位置づけられている５０５Ｃの独特なキャッチ感と軸移動。キネティックや４０８Ｃにみられる柔らかい
切れ方よりもより５０５Ｃを走らせたバージョンであることを感じて頂けると思います。
最近の傾向として以前よりもキャッチ力がある性能のボールが増えているということは、それだけラインの削られかたも早いという
ことが言えます。もちろんライン変更によるオイルに負けないキャッチを得られる性能も持つべきですが、如何に薄いオイルのときに
軸となる性能を持つかどうかでライン取りや纏わるスコアメイクにも影響を及ぼすでしょう。
そんなとき「勝負できるボールを持つべき」だからこそ、この４０５Ｃを持たなければなりません。
５０５Ｃのイメージそのままで「４」のバージョンに仕上げました。
インターナショナルだからできるシャトルコアならではの拘りつくした性能を是非お試しください。
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